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琵琶湖北湖湖底表層の高分解能音波探査

Subsurface high-resolution seismic profiling in the north basin of Lake Biwa
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琵琶湖はわが国で最も大きく古い湖であり，世界でも屈指の古さを誇る淡水湖である．琵琶湖での音波探査は過去幾度
か実施されているが，湖が広大で反射面データが膨大となるために，従来の方法では研究者間の情報のやり取りが難し
かった．そこで本研究では原口ほかによって述べられるアーカイブ計画の端緒として,高精度な湖底地質構造のデジタル
データを新たに得ることを目的とした 10KHzの音波探査機と DGPSを用いて探査を行った．デジタルデータには，デー
タの解析や加工が容易になり、研究者間のやり取りがスムーズに行えるなどの利点があり，結果として湖沼研究の応用
に発展していくことが期待される．
今回の調査で用いた 10KHz音波探査機の探査深度は約 20ｍ，記録の解像能力は約 6cmである．探査は緯度 1分ごと

に沿って約 1.85ｋｍの間隔で行い，計 18本の測線データが得られた．反射面の結果からは最大で 10枚の地層面が確
認でき，コア解析との対比により，そのうち 2枚が鬼界－アカホヤ火山灰（K-Ah,7.25kyrsBP）および鬱陵－隠岐火山灰
（U-Oki,10.19kyrsBP）であることが示された．また，これらの反射面データを三次元表示することで各測線間の対比が容
易となり，琵琶湖湖底表層部の水平的な広がりを視覚的に判断することが可能になった．


